
■ 実現に向けた２ステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ クラウドを活用した「複線型の授業」の実践 

【Ｒ７.４月】 

小 矢 部 市 教 育 委 員 会 

教 育 Ｄ Ｘ 推 進 委 員 会 

■ 情報モラル指導の推進 

 タブレット端末は学校だけでなく、家庭での学習にも、積極的

に活用していきます。そのために学校では、タブレット端末の正し

い使い方や個人情報の取り扱い及び健康面（視力・睡眠等）に 

小矢部市教育委員会  

ＩＣＴ教育研究推進委員会 

 将来、予測困難な時代をたくましく生きるために必要な「情報を活用し、自ら学ぶ資質・能力」を、市内全ての小中学校が連携・協力して育成することを目指しています。 

また、教育現場において、デジタル技術を活用することで、学習の在り方や指導方法、教員の校務等、学校教育のあらゆる面において変革を行うこと【教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）】の実現

が求められており、令和７年度における２年目については、さらに日常的な活用を推進していきます。 

 

■ ９年間の体系的な指導 

 

も配慮して、保護

者の理解と協力

の下、全ての学

年で指導を行い

ます。 

 構想を実現するために、２つのステップで進めていきます。第Ⅱ期２年目の令和

７年度は、「主体的な学びを充実させる」ことを目標に、様々な場面でＩＣＴ活用に

取り組んでいきます。また、令和７年 10 月からの新しい学習用タブレット端末の

利用開始に伴い、タブレット端末を有効に活用した授業づくりを目指します。 

 小中学校９年間を通して、児童生徒に情報活用能力が身に付くように、『おやべＩＣＴキ

ャリアパスポート』（チェックリスト）を令和３年度に構築しました。児童生徒が、年２回自己

評価します。その結果を分析し、児童生徒のデジタルスキルを教師が把握して、今後の指

導に生かします。 

また、各学校で実践が進むように、有効な指導・支援を共有します。 

考えのまとめ（共有） 

  

情報の整理・分析 

課題と方法の確認 

ギ    ガ 

情報の収集 

  全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図ります。従来の教師主導で一斉授

業を行う「単線型の授業」から、児童生徒一人一人が学習目標と活動を決め、責任をもって学習に取り組む「複線型の授業」への転換

を図り「主体的・対話的で深い学び」を実現します。 

 

    

ＩＣＴ支援員が、ＩＣＴを効果的に活用した授業

に向けて先生にアドバイスをしたり、授業の準備や

補助をしたりして、学習をサポートします。 

 

一人一人が学び
の手順、方法を
決定します。 

情報をもとに
して自分の考
えをまとめ、相
手に伝えるこ
とができるよ
うにします。 

教科書や
インター
ネット、書
籍等から
必要な情
報を得ま
す。 

友達の考えを
簡単に参照で
きるソフトを
活用し、他者の
考えを参考に
したり、友達と
直接意見交換
したりします。 

協働的な学び 個別最適な学び 

自分に合った学び方で 

（教室内で複数の学び方が生まれる） 


